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す
。
こ
の
制
度
は
、
技
能
の
世
界
で
活
躍

す
る
職
人
や
技
能
の
世
界
を
志
す
若
者
に

目
標
を
示
し
、
技
能
者
の
地
位
と
技
能
水

準
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
技
能
者

の
模
範
と
し
て
、
将
来
を
担
う
優
秀
な
技

能
者
の
確
保
・
育
成
を
進
め
、
優
れ
た
技

能
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
創
設
以
来
、
平
成
30

年
度
ま
で
に
、
６
、３
４
６
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
階
厚
生
労
働
副
大
臣
よ
り

表
彰
状
を
授
与

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
30
年
度
の
卓

越
し
た
技
能
者
（
通
称
「
現
代
の
名
工
」）

の
表
彰
対
象
者
に
つ
い
て
、
鋳
込
工
と
し

て
伝
統
的
な
蝋ろ
う
が
た型
鋳ち
ゅ
う
ぞ
う造
技
法
に
よ
る
青

銅
器
の
製
作
や
古
代
の
鋳
造
技
術
の
考
察

を
踏
ま
え
た
銅
鐸
の
復
元
製
作
に
卓
越
し

た
技
能
を
持
つ
小
泉
正
弘
氏
を
は
じ
め
と

し
た
１
５
０
人
を
決
定
し
、
11
月
12
日

（
月
）
に
東
京
都
新
宿
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。本

式
典
に
出
席
し
た
髙
階
厚
生
労
働

副
大
臣
は
、「
現
代
の
名
工
と
な
ら
れ
た

皆
さ
ま
の
今
後
の
ご
活
躍
は
、
将
来
を
担

う
若
者
に
も
の
づ
く
り
や
技
能
の
道
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
、
若
年
技
能
者
自

ら
が
技
能
向
上
に
取
り
組
む
契
機
と
な
る

も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
が
そ
の

卓
越
し
た
技
能
と
指
導
力
を
も
っ
て
、
広

く
技
能
者
の
模
範
と
し
て
、
後
進
の
育
成

に
一
層
積
極
的
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

平
成
30
年
度
卓
越
し
た
技
能
者

（
現
代
の
名
工
）を
決
定
し
ま
し
た

〜�

鋳い
こ
み込

工こ
う

の
小こ

い
ず
み泉 

正ま
さ
ひ
ろ弘

氏
を
は
じ
め
１
５
０
人
を

11
月
12
日
に
表
彰
～

厚
生
労
働
省
ト
ピ
ッ
ク
ス
②�

（
人
材
開
発
統
括
官
）

卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰
制
度
と
は

昭
和
42
年
に
創
設
し
た
「
卓
越
し
た

技
能
者
の
表
彰
制
度
」
は
、
卓
越
し
た
技

能
を
持
ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と
目
さ

れ
て
い
る
技
能
者
を
表
彰
す
る
も
の
で

◆平成30年度　代表的な技能者について

被表彰者氏名 年齢（※） 職種 就業地

小泉　正弘氏 73歳 鋳込工 京都府

山下　壽志氏 56歳 板金工 愛知県

石田　幸平氏 45歳 電気めっき工 広島県

平良　恒雄氏 70歳 ガラス吹工 沖縄県

大林　登美子氏 90歳 美容師 京都府

出町　睦子氏 82歳 表具師 富山県

※　年齢は平成30年 11月 1日現在

詳しくは、厚生労働省ＨＰの以下をご覧ください。
◆平成30年度の被表彰者及びその技能功績について
ホーム>報道・広報>報道発表資料>2018年 11月>平成 30
年度卓越した技能者（現代の名工）を決定しました
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02235.html

◆卓越した技能者（現代の名工）の表彰制度について
ホーム>政策について>分野別の政策一覧>雇用・労働>人
材開発>「卓越した技能者（現代の名工）」表彰制度のコーナー
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_
roudou/jinzaikaihatsu/meikou/index.html

被表彰者に表彰状を贈る髙階厚生労働副大臣

被表彰者代表より謝辞を受ける髙階厚生労働
副大臣


